
右の図の△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさ

い。

①　△ＡＢＣを，矢印の方向にその長さだけ平

行移動させてできる△ＤＥＦをかきなさい。

右の図の△ＰＱＲは，△ＡＢＣを点Ｏを中心とし

て，時計の針の回転と同じ向きに９０°回転移動さ

せたものである。このとき，次の問いに答えなさい。

①　点Ａに対応する点はどれか。

②　線分ＯＢと長さの等しい線分はどれか。

②　辺ＢＣに対応する辺はどれか。

右の図で，直線 を対称の軸として対称移動させて

できる図形を作図しなさい。

右の図で，△ＤＥＦは，△ＡＢＣを回転移動させた

ものである。このとき，回転の中心Ｏを作図しなさい。

右の図の△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさい。

②　線分ＢＱと直線 との位置関係を記号を使っ

て表しなさい。

①　△ＡＢＣを，直線 を対称の軸として対称移

動させてできる△ＰＱＲをかきなさい。

③　線分ＡＤと線分ＣＦの間にはどのような関

係があるか。位置関係と長さの関係につい

て，それぞれ記号を使って表しなさい。

③　∠ＡＯＰの大きさは何度か。

③　線分ＣＲと直線 との交点をＭとする。ＣＲ

＝4cmのとき，線分ＣＭの長さを求めなさい。
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対応する2点を結ぶ線分は，平行で長さが等しい。

対応する 2点と回転の中心を結んでできる角はすべて
等しく，90°である。

対称の軸は対応する 2点を結ぶ線分の垂直二等分線であ
る。

三角形の頂点をＰとする。点Ｐを中心とする円をかき，直
線 との交点をＡ，Ｂとする。点Ａ，Ｂを中心として，半
径ＰＡの円をかき，その交点が点Ｐと対称な点となる。

辺ＥＦ

ＡＤ＝ＣＦ

ＡＤ ＣＦ
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90度

ＢＱ⊥

2cm

線分ＢＥ，ＣＦをひき，それぞれの垂直二等分線の交点が
回転の中心Ｏとなる。


